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受注高
　当第2四半期連結累計期間の受注高は、前年同四
半期連結累計期間（以下「前年同四半期」といいま
す。）を5.3%上回る1,523億15百万円となりました。
　一般設備は前年同四半期を6.4%下回る906億99
百万円、産業設備は前年同四半期を29.8%上回る
571億34百万円となった結果、設備工事事業は前
年同四半期を4.9%上回る1,478億33百万円となり
ました。設備機器の製造・販売事業は、前年同四半
期を22.9%上回る43億87百万円となりました。ま
た、その他は、前年同四半期を5.7%上回る95百万
円となりました。その構成比は、一般設備が59.5%、
産 業 設 備 が 3 7.5%、 あわせた設 備 工 事 事 業は
97.0%、設備機器の製造・販売事業が2.9%、その
他が0.1%であります。

種政策効果を背景に、企業収益は改善に足踏みが見
られるものの高い水準を継続するとともに雇用・所
得環境は改善しました。また、最近は設備投資の持
ち直しの動きに慎重さが見られますが、国内景気は

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、
全体としては緩やかに回復する海外経済や国内の各

Q 当第2四半期までの市場環境について
お聞かせください。

人の和と創意で社会に貢献

1. 最高の品質創りを重点に社業の発展を図り社会に奉仕する
2. 全員の創意を発揮し顧客のニーズに対応した特色ある技術を開発する
3. 人材育成と人間尊重を基本として人の和と品性を高揚する

社 是

経 営
理 念

ごあいさつ
　株主の皆様には、格別のご高配を賜り、心から厚く御礼申しあげます。
　ここに、当社第137期第2四半期累計期間（平成28年4月1日から平成
28年9月30日まで）の概況等につきまして、ご報告申しあげます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも当社の発展にご期待いただ
き、なお一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます｡

緩やかな回復基調を続けました。
　建設業界および当社関連の空調業界におきまして
は、公共投資は弱含んだものの、民間設備投資は
改善が見られ、全体としては比較的堅調に推移しま
した。

　当社は、平成26年4月から開始した長期経営構想
およびその第1ステップと位置づける当年度までの3
か年中期経営計画に基づき、施策に取り組んでおりま
す。グループの総力を挙げて採算性重視の受注活動
および受注後における利益創造活動ならびにコスト低
減に取り組んでまいりました結果、当第2四半期連結
累計期間の業績は次のとおりとなりました。

Q 当第2四半期の業績について
お聞かせください。

取締役会長兼社長

112,663 114,156

251,291

97,956

243,582
■ 第2四半期
■ 通期

平成26年度 平成27年度 平成28年度

■ 売上高（単位：百万円） ■ 売上高構成比

一般設備
71,967百万円

63.0%

産業設備
38,538百万円
33.8%

設備機器の製造・販売事業
3,555百万円
3.1%

その他
95百万円
0.1%

平成28年度
第2四半期

平成26年度 平成27年度 平成28年度

144,627 152,315

265,301

138,540

255,648
■ 第2四半期
■ 通期

■ 受注高（単位：百万円）
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売上高
　当第2四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半
期を1.3%上回る1,141億56百万円となりました。
　一般設備は前年同四半期を5.3%上回る719億67百
万円、産業設備は前年同四半期を5.5%下回る385億
38百万円となった結果、設備工事事業は前年同四半
期を1.3%上回る1,105億06百万円となりました。設備
機器の製造・販売事業は、前年同四半期を3.5%上回
る35億55百万円となりました。また、その他は、前年
同四半期を5.7%上回る95百万円となりました。その
構成比は、一般設備が63.0%、産業設備が33.8%、
あわせた設備工事事業は96.8%、設備機器の製造・
販売事業が3.1%、その他が0.1%であります。

利　益
　当第2四半期連結累計期間の利益は、営業利益は前
年同四半期を57.8%上回る34億62百万円、経常利益
は前年同四半期を27.6%上回る38億64百万円、親会
社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期を
24.7%上回る23億84百万円となりました。

繰越高
　当第2四半期連結会計期間末の繰越高は、前年同
四半期連結会計期間末を8.6%上回る2,564億04百
万円となりました。

　当社を取り巻く事業環境の今後の見通しにつきまし

ては、アジア地域経済の先行きや英国のEU離脱問題
等、海外経済の不確実性の高まりや、金融資本市場
の変動の影響など不透明な要因はあるものの、国内
景気は緩やかな回復基調を続けるものと思われます。
　建設業界および当社関連の空調業界におきまして
は、公共投資は緩やかに減少するものの高めの水準
を維持し、民間設備投資は改善傾向で推移すること
が見込まれる一方、労務需給のひっ迫等、工事利益
の確保・改善に努力が必要な経営環境が続くものと
思われます。
　当社におきましては、東京オリンピックに向けた繁
忙期および開催後を見据えるとともに、国際事業や
環境ソリューション事業など中長期的な視点からの経
営資源投入が重要課題となっております。
　このような情勢のもと、当社は、引き続き、長期経

営構想の実現に向かって、変革の基礎づくりと位置づ
けた3か年中期経営計画の最終年度として諸施策を完
遂してまいります。また、平成29年4月からの3か年
を、成長に向けた変革の断行期間とする新たな中期経
営計画を策定いたしました。詳細につきましては、平
成28年11月10日付プレスリリース「高砂熱学グルー
プ 新中期経営計画の策定について」をご参照ください。
　なお、通期の連結業績および個別業績の見通しにつ
きましては、平成28年5月12日付決算短信において発
表した予想数値を継続しております（連結 : 売上高
2,570億円、営業利益95億円、経常利益103億円、親会
社株主に帰属する当期純利益66億円、受注高2,630億
円、次期繰越高2,242億円、個別：売上高1,970億円、
営業利益80億円、経常利益92億円、当期純利益62億
円、受注高2,000億円、次期繰越高2,060億円）。

Q 通期の見通しについて
お聞かせください。

■ 繰越高（単位：百万円）■ 経常利益（単位：百万円） ■ 総資産・純資産（単位：百万円） ■ 1株当たり配当金（単位：円）■ 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益（単位：百万円）

218,245

256,404
236,200

204,236
232,754

■ 第2四半期末
■ 期末

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成26年度末 平成27年度末 平成28年度
第２四半期末

224,367

■ 純資産
■ 総資産

205,675

104,613

226,878

108,362 103,870

平成26年度 平成27年度 平成28年度

■ 中間
■ 期末

25.0（年間）

12.5 12.5

12.5
15.5

28.0（年間）

14.0

■ 第2四半期
■ 通期

3,864

10,602

3,028

8,582

1,041

平成26年度 平成27年度 平成28年度

■ 第2四半期
■ 通期

2,384

6,650

1,912

5,196

169

平成26年度 平成27年度 平成28年度

■ 営業利益（単位：百万円）

■ 第2四半期
■ 通期

2,194

3,462

9,289

487

7,727

平成26年度 平成27年度 平成28年度
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2023年度2019年度2016年度

2,930

100

3,400

135

4,000

150

夢の実現と
更なる

ステップへ

変革の
基礎づくり

iNnovate on 2016

第1ステップ
成長に向けた
変革の断行

第2ステップ 第3ステップ

iNnovate on 2019
just move on!

当社既存技術を応用した「海水シャーベットアイス製造装置」を
「第18回ジャパン・インターナショナル・シーフードショー」に初出展

「高砂熱学の森」で森林保全活動を体験

次期からの新中期経営計画を策定

　当社は、0.05㎜程度の氷粒径と 
きめ細かく滑らかな氷を実現した、海
水シャーベットアイス製造装置(以下、
SIS-HF)を「第18回ジャパン・インター
ナショナル・シーフードショー」に初め
て出展しました。
　SIS-HFは、当社の既存技術である
氷蓄熱空調システムのコア技術となる
空調用シャーベットアイス製造装置を
応用し、約2年間の開発期間を経て今
春、完成したものです。魚市場への
導入事例に基づく当社のシャーベット
アイス利用方法と効果を紹介したシー
フードショー公式セミナーでは、国内
外の来場者の関心を呼びました。

当社は、CSR活動の一環として、
本年度からグループを挙げて、国・都道
府県が推進する「企業の森林づくり」に賛
同し、全国的な活動を開始しています。
現在、群馬県渋川市にある自然林「高砂
熱学の森」を始め、京都府南丹市におい
て「京都モデルフォレスト運動」、宮城県
民の森において「みやぎの里山林協働再
生支援事業」に参画しています。

当社は、平成28年11月10日、平成29年4月からの
3か年中期経営計画「iNnovate on 2019 just move on !」
を発表しました。新中期経営計画は、長期経営構想の第2ス
テップであり、「成長に向けた変革の断行」と位置づけ、2023
年度を最終年度とする第3ステップ「夢の実現と更なるステッ

プへ」とつなげる重要な3年間であります。「利益重視の徹底」
「グループ総合力の発揮」の基本方針のもと、6つの重点課題
に対する8つの重点取組事項を実行してまいります。詳細に
つきましては、当社ホームページをご参照ください。
　株主の皆様のご理解と一層のご支援をお願い申しあげます。

魚介類をはじめ水産加工品、冷凍加工水産物から水産加工機械、冷凍・冷蔵機器ならびに最新の水
産バイオ技術までが展示紹介される国内でも最大規模の“魚・シーフード・水産加工・鮮度保持技
術の国際見本市“で、今回は平成28年8月17日～19日の3日間で行われ、海外バイヤーを含めた
公式登録総来場者数は32,731名。

関東エリアの活動拠点となる「高砂熱学の森」は36haに及ぶ自然林で、「巨木の森」に育てるというグランドデザインを
描く長期プロジェクト。入社1年次研修や全国の支店・グループ会社から森林リーダーを育成するとともに、従業員とその
家族を含めた体験活動を実施。自然の空調設備である森林から多くのことを学び、人財を育成してまいります。

ジャパン・インターナショナル・シーフードショー

高砂熱学の森

TOPICS

　　連結数値目標（単位：億円）　■ 売上高　■ 経常利益

重点課題 重点取組事項
稼ぐ力の強化 現場力の強靭化

グループシナジーの発揮 グループ連携の強化

国際事業の収益安定化
国際事業の再構築

柱となる新事業の構築
非請負・非下請工事業への進出

社員の活力向上

新サービスの創造
ワークライフバランスを実現する職場環境の構築

多様な人財の育成
業務の革新 変革への投資と経営基盤の強化（M&A等を含む）

基本方針 利益重視の徹底 グループ総合力の発揮

長期経営構想

新中期経営計画 「iNnovate on 2019 just move on !」 の概要
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平成27年度 第2四半期 平成28年度 第2四半期

現金及び
現金同等物の

期首残高
26,342

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

33,014

現金及び
現金同等物に係る

換算差額
△544

新規連結に伴う
現金及び

現金同等物の
増加額
705

営業活動による
キャッシュ・

フロー
10,412

財務活動による
キャッシュ・フロー

△5,118

投資活動による
キャッシュ・フロー

1,216

現金及び
現金同等物の

期首残高
35,795 現金及び

現金同等物の
四半期末残高

25,217
現金及び

現金同等物に係る
換算差額
△106

営業活動による
キャッシュ・

フロー
△4,717 財務活動による

キャッシュ・フロー
△3,425

投資活動による
キャッシュ・フロー

△2,327

連結損益計算書の概要（単位：百万円）

セグメント別概況

資産、負債および純資産の状況（単位：百万円）

連結キャッシュ・フローの状況（単位：百万円）

総資産は、受取手形・完成工事未収入金等が減少したことなど
により、前期末に比べて186億92百万円減少し、2,056億75
百万円となりました。

POINT

1

純資産は、為替換算調整勘定等が減少したことなどにより、前
期末に比べて７億42百万円減少し、1,038億70百万円となりま
した。

POINT

3

投資活動によるキャッシュ・フローは、12億16百万円の収入（前
年同四半期は23億27百万円の支出）となりました。これは主に
投資有価証券の売却による収入によるものであります。

POINT

5

負債は、支払手形・工事未払金等が減少したことなどにより、
前期末に比べて179億49百万円減少し、1,018億05百万円と
なりました。

POINT

2

営業活動によるキャッシュ・フローは、104億12百万円の収入
（前年同四半期は47億17百万円の支出）となりました。これは
主に売上債権の減少などの収入が、仕入債務の減少などの支
出を上回ったことによるものであります。

POINT

4

財務活動によるキャッシュ・フローは、51億18百万円の支出（前
年同四半期比△16億92百万円）となりました。これは主に短期
借入金の純減および配当金の支払いによるものであります。

POINT

6

売上高 売上総利益 営業利益 経常利益 税金等調整前
四半期純利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益

■ 平成27年度 第2四半期　■ 平成28年度 第2四半期

112,663

114,156

11,963

13,551

2,194

3,462

3,028

3,864

3,231

4,152

1,912

2,384

純資産
103,870

固定負債
6,909

流動負債
94,895

負債・純資産合計
205,675

固定資産
59,720

流動資産
145,955

総資産
205,675

平成27年度末 平成28年度
第2四半期末

平成27年度末 平成28年度
第2四半期末

純資産
104,613

固定負債
7,029

流動負債
112,725

負債・純資産合計
224,367

固定資産
63,281

流動資産
161,086

総資産
224,367

平成28年度
第2四半期 売上高

114,156百万円
（前年同四半期比 ＋1.3%）

■ 設備工事事業
 
売上高は前年同四半期を1.3％上回る1,105億07百万円、セグメント利益（営業利益）は 
前年同四半期を59.0％上回る33億53百万円となりました。

■ 設備機器の製造・販売事業
 
売上高は前年同四半期を5.3％上回る42億76百万円、セグメント利益（営業利益）は
前年同四半期を3.1％下回る69百万円となりました。

■ その他
 
売上高は前年同四半期を4.5％上回る99百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同
四半期を98.6％上回る40百万円となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります（セグメントごとの業績については、
セグメント間の内部売上高等を含めて記載しております）。
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主要な拠点

会社概要 取締役および監査役 株式の状況大株主（上位10名）
社 名
高砂熱学工業株式会社
Takasago Thermal Engineering Co., Ltd.

設 立
大正12年（1923年）11月16日

所 在 地
〒160-0022
東京都新宿区新宿六丁目27番30号
資 本 金
13,134百万円

従業員数
4,809名（当社 1,944名）

ホームページ
http://www.tte-net.com

発行可能株式総数 200,000,000株
発行済株式の総数 73,813,855株

（自己株式 8,951,913株を除く）
株主数 5,949名

（前事業年度末比 22名減）

株主名 持株数 持株比率
（千株） （％）

日本生命保険（相） 4,560 6.17
第一生命保険㈱ 4,231 5.73
高砂熱学従業員持株会 3,554 4.81
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 2,513 3.40
㈱三菱東京UFJ銀行 2,346 3.17
高砂共栄会 2,232 3.02
㈱みずほ銀行 2,177 2.94
日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 2,065 2.79
㈱京王閣 1,016 1.37
UBS SECURITIES LLC - HFS CUSTOMER
SEGREGATED ACCOUNT 1,006 1.36

（注） 1.  持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
 2.  持株比率は、自己株式（8,951千株）を控除して計算しております。
 3.  持株比率は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。

所有者別株式分布

所有数別株式分布

■金融機関 34.99% ■個人その他 23.10% ■国内法人 19.54%
■外国人 11.26% ■証券会社 0.30% ■自己株式 10.81%

■500,000株以上 52.73% ■100,000株以上 17.62%
■10,000株以上 10.47% ■1,000株以上 7.56%
■1,000株未満 0.81% ■自己株式 10.81%

代 表 取 締 役 会 長
社 長 執 行 役 員 大 内 　 厚
代 表 取 締 役 副 社 長
副 社 長 執 行 役 員 島 　 泰 光 経営管理統括兼国内関係会社担当

取締役専務執行役員 渡 部 純 三 特命担当
取締役専務執行役員 神 杉 惠 助 エンジニアリング事業本部長兼新規事業開発担当
取締役専務執行役員 松 浦 卓 也 営業本部長
取締役常務執行役員 高 原 長 一 国内事業統括兼東日本事業本部長兼東日本事業本部東京本店長
取締役常務執行役員 田 渕 　 潤 国際事業統括兼国際事業本部長兼海外現法関係担当
取締役常務執行役員 原 　 芳 幸 経営管理本部長兼経営管理本部経営企画部長
取締役常務執行役員 山 分 弘 史 技術本部長兼品質・環境・安全担当
取 締 役 松 永 和 夫
取 締 役 薮　中　三十二
取 締 役 内 野 州 馬
監 査 役 西 部 邦 夫 常勤監査役
監 査 役 山 本 幸 利 常勤監査役
監 査 役 伊 藤 鉄 男 弁護士
監 査 役 瀬 山 雅 博
監 査 役 藤 原　万喜夫

（注） 1.  取締役の松永和夫氏、薮中三十二氏および内野州馬氏は、社外取締役であります。
 2.  監査役の伊藤鉄男氏、瀬山雅博氏および藤原万喜夫氏は、社外監査役であります。
 3.  上記社外取締役3氏および社外監査役3氏は、東京証券取引所の定める独立役員に指定され、届出

がなされています。

北京

上海
蘇州

香港
広州

マカオ
バンコク

クリム
ホーチミン

ジョホールバル 

天津

深圳
ハノイ

クチン

札幌支店
東北支店

本社／東日本事業本部／
東京本店
エンジニアリング事業本部／
エンジニアリング事業部／
国際事業本部

西日本事業本部／
大阪支店

関信越支店
横浜支店
名古屋支店
広島支店
九州支店

海外

クアラルンプール
ペナン

シンガポール
ジャカルタ

ヤンゴン
バンガロール

メキシコ・
ケレタロ

株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会の議決権・期末配当　3月31日

中間配当　　　　　　　　　　　　9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告する一定の日

株 主 名 簿 管 理 人 〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
［お問い合わせ先］

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-232-711（通話料無料）
取次事務は三菱UFJ信託銀行株式会社全国各支店で行っております。

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により当社ホームページに掲載　http://www.tte-net.com 

ただし、やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、
日本経済新聞に掲載

配当金計算書について

株式に関するお問い合わせ

配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」
を兼ねております。確定申告の際は、その添付資料としてご使用いただくことができます。
ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等
にて行われます。確定申告の際の添付資料につきましては、お取引の証券会社等にご確認をお願い申しあげます。

• 届出住所等のご変更
• 配当金の受領方法・振込先のご変更
• 単元未満株式の買取のご請求

口座を開設されている証券会社まで
お問い合わせください。

• 特別口座に関するご照会
• 郵送物の発送と返戻に関するご照会
• 支払期間経過後の配当金に関するご照会
• その他株式事務に関する一般的なご照会

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部まで

お問い合わせください。
 0120-232-711

（平日午前9時～午後5時）
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見やすく読みまちがえ
にくいユニバーサルデ
ザインフォントを採用
しています。

〒160-0022　東京都新宿区新宿六丁目27番30号
電話　03（6369）8212（代表）
http://www.tte-net.com

当社は、平成28年8月26・27日
に東京ビッグサイトで開催され
た「日経IR・投資フェア2016」に
出展しました。大規模な個人投
資家向けIRイベントの参加は初
めてでしたが、2日間で1万6千
名が来場し、1割強の方に当社
の資料をお渡しするとともに、
会社の概要を説明しました。

日経IR・投資フェア2016 東証ＩＲフェスタ2017

IRカレンダー

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

決算発表

株主総会

配当金
有価証券報告書
四半期報告書
株主向け報告書
CSR報告書

● 期末決算発表 ● 第1四半期決算発表 ● 第2四半期決算発表 ● 第3四半期決算発表

期末配当株主確定 ●

● 第3四半期報告書発行● 第2四半期報告書発行
● 株主向け報告書（中間期）発送

● 第1四半期報告書発行

● CSR報告書発行

● 招集通知発送

● 有価証券報告書発行
● 中間配当株主確定

● 定時株主総会開催

● 株主向け報告書（期末）発送

平成29年2月24・25日に参加します。

INFORMATION

当社は、ホームページを重要
な情報発信源の一つと認識し
ており、決算情報のみならず
皆様のご理解に資すると判断
した情報は、随時ホームペー
ジに掲載しております。ぜひ、
ご活用ください。

http://www.tte-net.com

ホームページのご紹介

高砂熱学

当社は、平成29年2月24・25日に有楽
町駅前の東京国際フォーラムで開催され
る「東証IRフェスタ2017」に出展します。
出展ブースでは、企業活動に関する資料
を展示して事業内容や成長戦略などにつ
いて随時ご案内します。皆様のご来場を
心よりお待ちしております。
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